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情 報

１ 学習指導の工夫・改善

(1) 各教科等における探究的な学び

新学習指導要領では、学習の基盤となる資質・能力や現代的な諸課題に対応して求め

られる資質・能力を育成するために、教科等横断的な学習を充実させることが求められ

ている。

各教科においては、「探究」の名称が付されていない科目等についても、それぞれの

内容項目に応じて、探究的な活動は取り入れられるべきものである。各教科における探

究的な学びには、探究のプロセス全体を通して資質・能力を育成するだけでなく、「整

理・分析」や「まとめ・表現」など探究のプロセスの一部に焦点を当てることも考えら

れる。この際、「考えるための技法」を効果的に活用することが重要である。

共通教科情報科においては、単元など内容や時間のまとまりを見通して、その中で育

む資質・能力の育成に向けて、生徒の主体的・対話的で深い学びの実現を図るようにす

ることが必要である。その際、情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、情報と情

報技術を活用して問題を発見し主体的、協働的に制作や討論等を行うことを通して解決

策を考えるなどの探究的な学習活動の充実を図ることが重要である。

(2) 教科等横断的な視点を意識した年間指導計画の作成

共通教科情報科は、小・中・高等学校の各教科等の指導を通じて行われる情報教育の

中核として、小・中学校段階からの問題発見・解決や情報活用の経験の上に、情報と情

報技術を問題の発見と解決に活用するための科学的な理解や思考力等を育み、情報活用

能力を更に高める教科として位置付けることができる。そのため、指導計画の作成に当

たっては、情報教育の目標の観点に基づき、各教科・科目等と密接な連携を図りながら、

カリキュラム・マネジメントを含めた計画的な指導によって情報活用能力を生かし高め

るよう、例えば、「履修年次を考慮する」、「指導内容の実施時期について、相互に関連

付けながら決定する」、「教材等を共有する」、「学習課題と情報手段を活用した学習活

動と実習の有機的な関連を図る」などの工夫を図ることが必要である。なお、生徒が中

学校で情報手段をどのように活用してきたかを的確に把握することは、共通教科情報科

の指導計画を立てる際に重要であり、中学校での活動内容や程度を踏まえて、適切な指

導ができるよう留意する必要がある。

次の表は、情報Ⅰの年間指導計画の例である。

教科名 情報 科目名 情報Ⅰ

科目の目標 情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活動
を通して、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し、情報社会に主体的に
参画するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）効果的なコミュニケーションの実現、コンピュータやデータの活用について理解を深め技能を習
得するとともに、情報社会と人との関わりについて理解を深めるようにする。

（2）様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切
かつ効果的に活用する力を養う。

（3）情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に主体的に参画する態度を養う。

履修学年 第１学年 単位数 ２単位
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月 単元 学習内容 評価規準 評価方法 関連

６ 1-3 情報技術が人 情報技術が人や社会 情報技術の発展が人 レポートの提出 公共
や社会に果たす役 に果たす役割と及ぼ や社会に果たす役割 （情報と情報技術が
割と及ぼす影響 す影響についてグル と及ぼす影響につい もたらす社会の変化

ープで話し合う。 て、多面的・多角的 について述べる）
クラウドサービスの に判断することがで
ホワイトボードアプ きる。
リを使用しＫＪ法で
分類する。

７ ２ コミュニケーシ メディアによる情報 メディアによる情報 ワークシートの提出 総探
ョンと情報デザイ 伝達の違いについて、 伝達の性質を科学的 （話し合った内容、
ン グループで話し合う。 に理解している。 メディアのよりよい

災害時における情報 情報発信の目的や受 活用法を提案する内
2-1 メディアとコ 伝達の手段と適切な け手に応じたメディ 容を述べる）
ミュニケーション 活用をグループでま アを適切に選択する

とめる。 ことができる。

８ 2-2 情報デザイン 身近な情報デザイン 情報を表現するため ワークシートの提出
について、どのよう に、目的や受け手の （情報デザインが人
に抽象化、可視化、 状況に応じて、抽象 や社会に果たしてい
構造化されているか 化、構造化、可視化 る役割について、具
情報デザインが人や する方法を理解して 体例を示しながら述
社会に果たしている いる。 べる）
役割について話し合 情報デザインが人や コンテンツの提出
う。コンテンツの制 社会に果たす役割と （年齢、言語や文化
作を通して、情報デ 及ぼしている影響を 及び障がいの有無な
ザインの意義を深め 考察し、コンテンツ どに関わりなく情報
る。 を表現することがで を伝える）

きる。

２ 新学習指導要領における指導と評価の計画例

(1) 「情報デザイン」の計画例

ア 単元の目標

(ｱ) 目的や状況に応じて受け手に分かりやすく情報を伝える活動を通じ、情報の科学

的な見方・考え方を働かせて、メディアの特性やコミュニケーション手段の特徴に

ついて科学的に理解する。

(ｲ) 効果的なコミュニケーションを行うための情報デザインの考え方や方法を身に付

け、コンテンツを表現し、評価し改善する。

(ｳ) 情報と情報技術を活用して効果的なコミュニケーションを行おうとする態度、情

報社会に主体的に参画する態度を養う。

イ 単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①情報デザインの考え方について ①目的や受け手の状況に応じた情 ①コミュニケーションの目的や

理解している。 報デザインを考えている。 伝える情報を明確にしようと

②情報デザインの方法について身 ②情報デザインの考え方や方法を 粘り強く取り組もうとしてい

に付けている。 用いて表現できる。 る。

③コンテンツ制作の一連の過程に ③コンテンツの設計、制作、実行、 ②情報デザインの考え方や方法

ついて理解している。 評価、改善ができる。 に基づいて考えようと粘り強

く取り組もうとしている。

③各授業及び一連の活動を振り

返ることを通して、自らの学

習を調整しようとしている。

「情報化が人や社会に

果たす役割と及ぼす影

響に関連」

「意図した学習を効果

的に生み出す単元の構

成」
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ウ 単元の指導と評価の計画（５時間）

時間 ねらい、言語活動等 知 思 態

○情報デザインの概要 ○

・情報デザインの役割や目的に

ついての仮説を立てる。

・情報を表現するために、目的

１ や受け手の状況に応じて年齢、

【１時間】 言語や文化及び障がいの有無

などに関わりなく情報を伝え

る方法（ユニバーサルデザイ

ン）や情報を抽象化、可視化、

構造化するなど、情報デザイ

ンの考え方を理解する。

○社会の中での情報デザインの分析と探究 ◎ ○

・アクセシビリティ、ユーザビリ

ティやシグニファイアにより、

人の行動がどのように変化する

２ か検証することを通じて、情報

【１時間】 デザインの工夫について理解す

る。

・工夫されている情報デザインを

取り上げ、グループで話し合うことにより、情報デザイン

の工夫が人や社会に果たしている役割について、多様な視

点を主体的に身に付ける。 ワークシートのダウンロード

○コンテンツの企画と制作

・思考ツールを活用してコンテンツ制 〇 ○

作の一連の過程を可視化し、ピクト

３ グラムを制作する。

【１時間】・学習の中で身に付けた考えをもとに、

ピクトグラム制作に取り組む。

○コンテンツの評価と改善 ◎ ◎

・制作したピクトグラムが、目的や意図

を持った情報を受け手に対して分かり

やすく伝達できているかをグループで

４～５ 話し合い、相互評価を行う。

【２時間】・相互評価を受けて、制作したピクトグ

ラムを改善するとともに、情報伝達や

コミュニケーションと関連付けて考察

する。

・コンテンツ制作全体を通じて、情報デザインの考え方や方法

に基づいた学習活動であったかを振り返り、新たな課題の発

見につなげる。

１～２時間目にかけてワークシ

ートに取り組み、提出する。

学習前と学習後の情報デザイン

についての見方や考え方の変化

を評価対象とする。

課題の設定

◎ 記録を残す評価（評価の総

括につながる評価）

○ 生徒の学習状況を把握し、

指導の改善に活かす評価

情報の収集

整理・分析

まとめ・表現

探

究

の

過

程

新

た

な

課

題

の

設

定

クラウドサービスのホワイトボ

ードアプリを活用して、グルー

プで話合いと分析をする。

クラウドサービスの資料配布機能によ

り、ワークシート（ドキュメンﾄ）を配布

学習後

学習前

１人１台端末を活用して、手描

きイラストにより制作イメージ

をもてるようにする。

図形描画アプリを活用して、

ピクトグラムを制作する。

学習前：情報を見やすくする、

情報を分かりやすく伝えるもの

↓

学習後：目的に合わせて抽象化

や可視化したり、誰もがひと目

で理解できたりするものであ

る。また、情報デザインにより

人の行動が左右されるなど、情

報デザインが意図した行動につ

ながるように工夫していること

が分かった。

コンテンツの提出と情報デザ

インについての振り返りを実

施する。
思考ツールを活用して、コン

テンツ制作を企画する。

単元末の振り返りで見取る。

総合的な探究の時間で既習の

「考えるための技法」を活用
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エ 学習指導案（５時間目／５時間中）

教科（科目）情報（情報Ⅰ） 教科担任 ××××

使用教科書 ○○○○（○○） 学年・組 １年○組

授 業 日 時 ８月○日○校時 使用教室 １年○組

単 元 名 情報デザイン

２－２－１ 情報デザインの概要

指 導 計 画 ２－２－２ 社会の中での情報デザインの分析と探究

２－２－３ コンテンツの企画と制作

２－２－４ コンテンツの評価と改善（本時）

本時の目標
制作したピクトグラムをグループ内で相互評価し、改善点について意見交換

を行い、ピクトグラムを修正して完成させる。また、学習の振り返りを行う。

過 時
学習内容・学習活動 指導上の留意点

学習 【評価の観点】

程 間 形態 評価方法

前時で制作したピクトグ 提出するピクトグラム

ラムについて、相互評価 と振り返りの内容が評 一

導 ５ を行うとともに、改善点 価の対象となることを

分 を検討し、ピクトグラム 生徒に確認させる。

入 の修正を行うことを確認

する。 斉

各自ピクトグラムを表示 評価者はピクトグラム

し、５人程度のグループ のよいところ、改善が 協

展 10 内で相互評価を行う。 必要なところを制作者 １人１台端末で制作した

開 分 に伝える。また、よい ピクトグラムを相互評価

１ ところは自分のピクト する様子

グラムの修正に生かす 働

工夫を考えさせる。

相互評価で得られた助言 【思考・判断・表現】

展
20

を参考に、ピクトグラム 個 提出したピクトグラ

開
分

を修正して完成させ、ク ム

２ ラウドサービスに保存す 別

る。

クラウドサービスを利用 振り返りのコメントは 【思考・判断・表現】

ま
15

して配付されたフォーム 具体的に記述するよう 個 【主体的に学習に取り組む態度】

と 分 に振り返りや新たな課題 指示する。 振り返りの入力内容

め の設定等を入力する。 別

図形描画アプリでピクトグラムを制作する様子 クラウドサービスに保存されたピクトグラム
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オ 評価問題等

(ｱ)「振り返り」と「定期考査」による「知識・技能」の評価の具体例

(ｲ)「ピクトグラム」と「振り返り」による「思考・判断・表現」の評価の具体例

提出されたピクトグラム

学習支援ソフトに入力された文章

学習支援ソフトに入力された文章

学習支 援ソフ トに入 力され た文章

定期 考査で 出題し た知識 を問う 問題の一 部

【評価Ａとなる例】

ユニバーサルデザインを通して抽象化や可視化など

の技法を組み合わせることが、全ての人に分かりやす

く伝わるために必要であることを理解している。

【評価Ｂとなる例】

ユニバーサルデザインを通して抽象化や可視化など

の技法が、全ての人に分かりやすく伝わるために必要

であることを理解している。

【評価Ｃとなる例】

ユニバーサルデザインを通して抽象化や可視化など

の技法が、全ての人に分かりやすく伝わるために必要

であることを理解していない。

【評価Ｃとなる生徒に対する指導の手立て】

情報デザインを作成する際に工夫や配慮したことが

ないかを確認させることなどが考えられる。

【生徒Ａの評価】

抽象化と配色を組み合わせて全ての人に伝わるよう

に工夫することが必要であると具体的に説明している

ので「Ａ」であると判断する。

評価は､ 定期考査の知識を問う

問題の得点率から行うことなどが

考えられる。

【評価Ｃとなる生徒に対する指導の手立て】

ユニバーサルデザインなどの用語を教科書やノート

で確認させることなどが考えられる。

定期考査、論述やレポートの作成、発

表、グループでの話合い、作品の制作

や表現等の多様な活動を取り入れてい

くことなどが具体的な評価方法として

考えられる。

定期考査で事実的な知識の習得を問う問

題と、知識の概念的な理解を問う問題の

バランスに配慮することや、知識や技能

を用いる場面を設けるなど、多様な評価

方法を適切に取り入れていくことが具体

的な評価方法として考えられる。

生徒Ａの記述

生徒Ｂの記述

【評価Ａとなる例】

伝えたい事象を抽象化して可視化する工夫や全ての人に伝わるような配慮が具体的に記載されており、その工夫

や配慮が反映されたピクトグラムを制作したことを表現している。

【評価Ｂとなる例】

伝えたい事象を抽象化して可視化する工夫や全ての人に伝わるような配慮を考えてピクトグラムを制作したこと

を表現している。

【評価Ｃとなる例】

伝えたい事象を抽象化して可視化する工夫や全ての人に伝わるような配慮を考えピクトグラムを制作したことを

表現していない。

【評価Ｃとなる生徒に対する指導の手立て】

ピクトグラムの企画時に記入した思考ツールから、抽象化や可視化するために考えたことを確認させた上で制作

させることなどが考えられる。

【生徒Ｂの評価】

抽象化する工夫は具体的に述べられているが、色については全ての人に伝わるような配慮が具体的に表現されて

いないので「Ｂ」であると判断する。
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(ｳ)「振り返り」による「主体的に学習に取り組む態度」の評価の具体例

カ 観点別学習状況の評価の総括例

学習支援ソフトに入力された文章

ノートやレポート等における記述、生徒に

よる自己評価や相互評価等の状況などを、

教師が評価を行う際に考慮する材料の一つ

として用いることなどが具体的な評価の方

法として考えられる。

【評価Ａとなる例】

意図したピクトグラムを制作しようと粘り強く取り組んだことが具体的に記述されており、ピクトグラムに反映

されている。

【評価Ｂとなる例】

意図したピクトグラムを制作しようと粘り強く取り組んだことが記述されている。

【評価Ｃとなる例】

意図したピクトグラムを制作しようと粘り強く取り組んだことが記述されていない。

【評価Ｃとなる生徒に対する手立て】

ピクトグラムの企画時に記入した抽象化、可視化するために考えたことをピクトグラムとして表現するために工

夫したことや、グループ内で相互評価したときの助言をもとに改善したことを確認させることなどが考えられる。

【生徒Ｃの評価】

できるだけ色数を増やさないように配色を工夫したことや、曲線を活用してピクトグラムを制作したことが判断

できるので「Ａ」であると判断する。

総括に数値を用いる方法の他に、ＡＢＣ

の数のパターンなどによりあらかじめ総括

された評価を決めておく方法もある。

制作物や振り返りの入力

内容、定期考査の結果を踏

まえて、単元ごとに学習状

況を観点別に評価し記録す

る方法などが考えられる。

この総括表では、単元や

内容のまとまりに、「十分

満足できる」状況（Ａ）＝

３、「おおむね満足でき

る」状況（Ｂ）＝２、「努

力を要する」状況（Ｃ）＝

１として点数化している。

観点ごとに平均点を算出し、評価Ｂの範囲

を「1.5≦Ｂ≦2.5」として総括している。
このように各観点の平均値を求めるだけで

なく合計を用いる方法なども考えられる。

その単元で評価する観点を○で示している。

評点は「知識・技能」、「思考・判

断・表現」、「主体的に学習に取り組

む態度」の各平均点を基に算出する方

法などが考えられる。

評定は、次の表を

基に算出する方法

などが考えられる。

生徒Cの記述


